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昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合
法
（
農
協
法
）

が
制
定
さ
れ
、
今
年
で
66
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
期
に
食
料
確
保
の
必
要
性
と
あ
わ
せ
て
農

民
の
自
主
的
立
場
を
確
保
す
る
た
め
、
農
村
の
民
主
化
が

最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
時
代
背
景
の
中
で
、
農
協
法
が
施

行
さ
れ
る
と
と
も
に
農
協
が
設
立
し
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
民
の
農
民
に
よ
る
農
民
の
た
め
の
組
織
」

で
、
相
互
扶
助
の
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
農
協
を

拠
り
所
と
し
て
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
な
環
境
変
化
を
乗

り
越
え
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
経
営
と
生
活
の
安
定
並

び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

農
協
法
は
、
時
代
の
変
化
に
即
し
て
必
要
な
改
正
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
事
業
・
組
織
運
営
の
基
本
法

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機
に
、
農
協
の
社
会
的
意
義

と
役
割
に
つ
い
て
改
め
て
組
合
員
・
役
職
員
が
心
に
刻
み
、

共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
的
に
食
料
・
環
境
問
題
や
社
会
・
経
済
を

め
ぐ
る
多
く
の
情
勢
変
化
が
起
き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、

農
業
や
Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
環
境
も
影
響
を
受
け
て
お
り
ま

す
。

　

直
近
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
や
農
業
・
農
協
等
の
規

制
改
革
の
動
き
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
規
制
改
革
は
表
裏
一
体
の
課
題
で
あ
り
、
改
め

て
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
位
置
づ
け
並
び
に
役
割
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
国
民
各
層
の
理
解
を
得
る
努
力
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
農
業
・
地
域
社
会
の
安
定
的
発
展
に
つ
な
が
る
取
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
声
に

理
解
を
示
さ
ず
半
ば
強
引
に
交
渉
参
加
が
な
さ
れ
る
と
と

も
に
、
情
報
開
示
が
極
め
て
不
十
分
な
中
、
国
民
不
在
の

も
と
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
聖

域
な
き
関
税
撤
廃
の
み
な
ら
ず
、
ル
ー
ル
改
正
や
規
制
撤

廃
を
同
時
に
進
め
る
危
険
な
協
定
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
国
会
決
議
や
自
民
党
決
議
の
遵
守
を
強
く
求
め
て
い

く
と
と
も
に
、
不
可
能
で
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に
交
渉
か

ら
脱
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
国
民
生
活
全
体

に
大
き
く
影
響
す
る
交
渉
で
あ
る
こ
と
を
各
方
面
に
広
く

訴
え
、
理
解
を
喚
起
す
る
活
動
を
粘
り
強
く
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
昨
年
開
催
し
た
第
27
回
Ｊ

Ａ
北
海
道
大
会
に
お
い
て
、
組
合
員
の
総
意
の
も
と
「
持

続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
実
現
」
と
「
次
代
を
担
う
協
同

の
実
践
」
を
決
議
し
ま
し
た
。　

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
農
協
の
組
織
・
事
業
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
、
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
は
、「
ひ
と
り
は
万
人
の
た

め
に
、
万
人
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」
と
の
協
同
組
合
の
基

本
理
念
を
前
提
に
置
い
た
取
組
み
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

関
係
者
総
力
の
も
と
で
農
業
環
境
の
改
善
に
向
け
た
努

力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、
若
手
農
業
者
へ
の
農
協
理
念

の
継
承
、
女
性
農
業
者
の
農
協
事
業
へ
の
参
画
等
を
併
せ

て
行
い
な
が
ら
、
地
域
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
担
う
人
材
づ
く
り

を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
対
外
的
な
役
割
並
び
に
責
任
が
高
ま
っ

て
い
る
昨
今
に
あ
っ
て
は
、
必
要
な
自
己
改
革
を
進
め
な

が
ら
、
組
合
員
を
は
じ
め
地
域
住
民
・
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
う
る
事
業
展
開
と
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
結
集
に
よ
る
競

争
力
強
化
、
健
全
な
Ｊ
Ａ
経
営
態
勢
の
確
立
、
農
業
・
Ｊ

Ａ
の
理
解
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信
等
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
「
農
」
は
国
の
い
し
ず
え
で
あ
り
、
食
は
命
に
直
結
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
先
代
が
築
き
上
げ

た
本
道
農
業
並
び
に
農
業
協
同
組
合
の
基
盤
を
さ
ら
に
強

固
な
も
の
に
し
、
後
世
に
し
っ
か
り
継
承
す
る
よ
う
共
に

が
ん
ば
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
後
と
も
本
道
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
が
ま
す
ま
す
発
展
す

る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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中標津町農協出品成績

チャンピオン牛一覧

部 生年月日 名　　　　　　　　　　号 出品者 入賞結果
特２ 24.10.25 センターランド  デイカプリオ  ダンデイー 中川　泰征 １等賞５席
1 24.10.30 フレンドリー  インガ  デイストライ 日下　尚也 ２等賞５席
2 24.８.３ センターリバー  パイン  アンナ  エコー 中川　　将 1等賞４席
2 24.８.４ フラーリツシユ  スパーク  ハツト 福嶋　寿顕 1等賞５席
5 24.３.７ ハピイイースト  クイーン  ローズ  ローザ 福村　　稔 1等賞４席
5 24.２.２ センターリバー  シアニア  テイーワ  スナオ 中川　　将 ２等賞１席
7 23.６.３ ハピイイースト  ヒンペル  レデイ  カオリン 福村　　稔 ２等賞２席
9 22.12.２ ハピイイースト  クイーン  オブ  スノウ 福村　　稔 １等賞６席
11 22.４.７ チエリーヒル  プリリー  トイスバーン 櫻井　幸一 １等賞６席
12 22.１.２ シヨウニー  ジヤスパー  シアニア  ET Culb ｼｬﾆｱ with T １等賞５席
12 21.11.17 アースイースト  グラマラス  リコライス  ET 佐々木宏之 ２等賞４席
18 22.10.26 チエリーヒル  モンスーン  レガシー  ET 櫻井　幸一 ２等賞２席

部 区分 名　　　　　　　　　　号 出品者 所属
12 GC クリーン  HL  テンプター ㈲田中牧場 清 水 町
15 RGC エツセンス  ダーハム  レクサス  アポロ  ET 栗城　一貴 豊 富 町
15 SC エツセンス  ダーハム  レクサス  アポロ  ET 栗城　一貴 豊 富 町
13 RSC バージニア  プロント  ダーミヤ 今村　慎吾 更 別 村
12 IMC クリーン  ＨＬ  テンプター ㈲田中牧場 清 水 町
11 RIMC ライブリー  ジヤスパー  Ｋ  リル  ET 山田　晃嗣 別 海 町
6 JC KCF  BB  アツトウツド  スリツク 佐藤　孝一 広 尾 町
8 RJC テイナ  オブ  シーダー  ハースト  ET 白土成太郎 伊 達 市

部 区分 名　　　　　　　　　　号 出品者 所属
19 SC ヴインデイケーシヨン ㈲田中牧場 清 水 町
18 RSC SC  ゴールド  ダスト  パラマウント  イアトーラ  ET 惣田　譲治 佐呂間町
17 JC ＴＭＦ　アサナベ　ルイス　テキーラ　ルル ㈲田中牧場 清 水 町
16 RJC アリスーザ　フアラー　バーテイゴー　ET 佐藤　孝一 広 尾 町

 ホルスタイン種

 ジャージー種

 ジュニアカップ
部 区分 名　　　　　　　　　　号 出品者 所属
J203 C アミダ　デイーブイ　ローラ　ピース　フラゴ 菅野　晃寛 陸 別 町
J210 RC リラフアーム　シヨツキング　パープル 天野　雄介 更 別 村

2013

12
15
15
13
12
11

部
19
18
17
16

審査員を務めた久保剛 氏

北海道ホルスタイン
ナショナルショウ

　９月28日㈯～29日
㈰の２日間にわたり、
安平町北海道ホルスタ
イン共進会場におい
て、2013北海道ホル

スタインナショナルショウが開催されました。
　全道より456頭のホルスタイン種・ジャージー種の優劣
が競われ、審査員には当農協組合員の久保　剛 氏によるス
ピーディかつ、的確な審査が執り行われました。
　当農協からは６戸12頭が出場し、１等賞入賞頭数７頭（入
賞率：58.3％）、２等賞入賞頭数５頭（入賞率41.7％）と
全頭入賞という快挙を成し遂げました。出品者の皆様におか
れましては、本当におめでとうございます。また、北海道ホ
ルスタインナショナルショウという大規模なショウを、素晴
らしい共進会にしていただいた審査員の久保　剛 氏におか
れましても、大変お疲れ様でした。　　　　　  （記＝友貞　直）
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乳牛改良同志会

福嶋　寿顕・中川　　将
日下　尚也・山本　　大
保科　　斉・櫻井　規生
事務局 佐藤

参加者

　

７
日
は
、
青
森
県
野
辺
地
町
の
ゆ
う
き

青
森
農
協 

ら
く
の
う
支
所
へ
訪
問
し
、

山
口
代
表
常
務
理
事
の
出
迎
え
を
受
け
た

後
、
ゆ
う
き
青
森
農
協
大
関
組
合
長
を
は

じ
め
、
ゆ
う
き
青
森
農
協
酪
農
畜
産
振
興

部
会
及
び
、
ゆ
う
き
青
森
農
協
青
年
部
と

の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
各
部
会
員
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
吹
越
の
監
査
を
務
め

る
菊
地
牧
場
の
５
カ
所
を
視
察
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
牧
場
で
、
中
標
津

産
の
牛
が
多
く
見
ら
れ
、
改
め
て
青
森
と

中
標
津
の
繋
が
り
の
強
さ
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
牧
場
視
察
の
傍
ら
、
六
ヶ
所

村
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
見
学
さ
せ
て
頂

き
、
会
員
達
も
熱
心
に
作
業
を
見
学
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
通
し
て
、
昨
今
、

酪
農
情
勢
が
厳
し
い
中
で
、
購
買
依
頼
を

獲
得
出
来
た
の
は
、
長
年
に
亘
る
交
流
・

親
睦
の
賜
で
あ
り
、
今
日
ま
で
築
い
て
下

さ
っ
た
役
員
並
び
に
会
員
の
方
々
、
そ
し

て
今
回
の
参
加
者
に
よ
る
尽
力
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ゆ
う
き
青

森
と
当
同
志
会
と
の
信
頼
関
係
と
い
う
太

い
パ
イ
プ
を
よ
り
強
靱
な
も
の
と
し
、
安

定
し
た
購
買
窓
口
と
な
る
よ
う
、
会
員
そ

し
て
組
合
員
の
皆
様
と
と
も
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
の
視
察
に
際
し
、
ゆ
う
き

青
森
県
視
察
研
修

　

10
月
７
〜
９
日
、
青
森
県
視
察
研
修
に
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
本
視
察
は
個
体
販
売
牛
追
跡
調
査
と
今
後
の

販
売
促
進
を
強
固
な
も
の
に
し
、
ゆ
う
き
青
森
酪
農
畜

産
振
興
部
会
々
員
と
の
親
睦
・
交
流
を
よ
り
深
め
る
事

を
目
的
に
、
今
回
の
視
察
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

８
日
は
、
牧
場
視
察
を
行
い
、
前
六
ヶ

所
村
同
志
会
々
長
の
岡
部
氏
が
経
営
す
る

㈲
岡
部
牧
場
、
９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た

青
森
県
乳
用
共
進
会
に
お
い
て
未
経
産
準

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
五
十

嵐
牧
場
、
佐
藤
義
明
牧
場
で
の
ロ
ボ
ッ
ト

搾
乳
牛
舎
、
本
牧
場
視
察
で
案
内
を
し
て

下
さ
っ
た
阿
部
会
長
の
阿
部
牧
場
、
㈱

青
森
農
協
大
関
組
合
長
を
は
じ
め
、
阿
部

会
長
及
び
、
ゆ
う
き
青
森
酪
農
畜
産
振
興

部
会
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

（
記
＝
佐
藤　

太
）



　９月30日から10月５日までの５泊６日間、中林忠雄営農委員長
のお宅で農家実習をさせていただきました。私はこの自習が行わ
れることを知らされたときから、非常に楽しみにしていました。
普段なかなか経験できない貴重な体験になり、自分にとって大き
な財産になると考えていたからです。
　農作業を通じて感じたことは、組合員の毎日の地道な努力で、
私たちの食卓に牛乳や乳製品、野菜などの農産物が並んでいるの
だと思いました。私が特にそう感じたのは搾乳作業の時です。生
き物を扱う以上どんなことがあっても、毎朝同じ時間に起床し搾
乳作業に当たっている組合員の努力には、尊敬に値し感謝の気持ちでいっぱいになりました。他にも私が目の
当たりにしたのは、デントコーンの収穫作業を、私が夕方の搾乳を終えた夜７時頃も行っているのを見て本当
に頭が上がらない思いでした。
　実習を終えて、私は組合員の要望に確実に応えることのできる農協職員になりたいと思いました。努力や熱
意を持って農業に取り組んでいる組合員の為に全力で働き、農協の仕事を通じて少しでも経営成績の向上に協
力できたらと思いました。農家作業が初めてで、右も左も分からない状態の私に対して暖かくご指導していた
だきました中林忠雄営農委員長はじめご家族の方々、ABCサンライトの構成員のみなさん、従業員のみなさ
んには心から感謝しています。貴重な体験をさせていただき、本当にありがとうございました。

　私は９月30日から10月５日まで上村副組合長宅において、農業
実務実習を行って参りました。
　日中は牛たちの餌をスコップで押したり、牛舎内の窓ガラスを
掃除、子牛の餌やりなどの作業をやらせていただきました。搾乳
は毎朝４時半と夕方３時半から始まり、12頭ずつパーラー内に入
れて行いました。搾乳作業はミルカーをつける前の乳頭を拭いた
り、実際にミルカーの取り付けもさせていただきました。また、
出産現場に立ち会うことは出来ませんでしたが、生まれたての子
牛を見ることが出来たのも、初めての経験でした。
　今回の研修では、実際の組合員さんの暮らしを体験させていた

だくことが出来ました。研修の中で学んだことを今後の業務の中で活かしていきたいと思います。この度はこ
のような貴重な研修をさせていただき、ありがとうございました。

　９月30日から６日間、飯島浩生産委員長のお宅で農家実習をさ
せていただきました。実習内容としては搾乳を中心に、乾乳舎や
育成舎の掃除を行いました。
　実習前は、搾乳という言葉を頻繁に耳にしていましたが、どの
ような作業か詳しく知りませんでした。今回の実習で搾乳を体験
し、搾乳とは１日２回12時間間隔で行い、２日に１回出荷してい
ました。搾乳には、ミルカーという機械を使用し、給油所でミル
カーオイルを取り扱いしていますが、そのオイルの用途について
も勉強になりました。その他に、乳房炎になっている牛の搾乳に
は、細心の注意を払いました。
　乾乳舎、育成舎掃除については、少なくとも週に１回は行い、寝わらも同時に入れ替えました。掃除や寝わ
らを入れ替えることは、清潔な環境を作り、乳房炎を増やさないためであることも学ぶことができました。
　今回の農家実習で学んだ事を、今後の給油所業務に活かしていきたいです。

5

平成25年度 採用職員農業実務実習

乳作業に当たっている組合員の努力には、尊敬に値し感謝の気持ちでいっぱいになりました。他にも私が目の

営農部 経営企画課 基盤整備係
立野龍ノ介

購買部 営農資材課 生産資材係
漆原　里澄

　平成25年9月30日～10月5日にかけて、平成25年度採用準職員３名の実務実習が、５泊６日間の日程
で行われました。実務実習は組合員農家との生活や農業の実態に触れ、農業や職務に対する理解を深めるこ
とが目的です。

購買部 営農資材課 給油所係
大場　郁弥



　

航
空
機
か
ら
見
下
ろ
す
大
地
に
は
、
広
大
な
草

地
が
広
が
っ
て
お
り
、
所
々
に
白
く
て
動
く
も
の

が
見
ら
れ
た
。
自
然
と
人
間
と
が
織
り
な
す
風
景

に
は
、
ま
さ
に
心
洗
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
農
業

の
多
面
的
機
能
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
９

月
24
日
に
降
り
立
っ
た
中
標
津
は
最
高
気
温
16
度

と
作
業
に
適
し
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
早
朝
は
肌

寒
さ
を
感
じ
、
東
京
都
の
位
置
関
係
を
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。 

　

今
回
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
た
萱
岡
利
哉
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
中
標
津
青
年
部

監
事
）
の
牧
場
で
は
、
１
０
６
頭
の
搾
乳
牛
、
約

20
頭
の
乾
乳
牛
、
約
20
頭
の
子
牛
を
飼
養
し
て
お

り
、
こ
の
他
に
も
育
成
牧
場
に
も
育
成
牛
を
預
託

す
る
な
ど
、
家
族
経
営
と
し
て
は
比
較
的
規
模
の

大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成
19
年
度
の
強
い
農

業
づ
く
り
交
付
金
（
飼
料
基
盤
活
用
の
促
進
）
を

活
用
し
た
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
及
び
ミ
ル
キ
ン

グ
パ
ー
ラ
ー
（
パ
ラ
レ
ル
型
パ
ー
ラ
ー
）
の
導
入

が
こ
れ
ら
の
経
営
を
支
え
て
い
る
。
も
う
８
年
前

に
な
る
が
、
繋
ぎ
牛
舎
の
ミ
ル
カ
ー
に
よ
る
搾
乳

作
業
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
私
自
身
、
実
際
に

作
業
を
し
て
み
る
と
、
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
に

よ
る
搾
乳
は
、
搾
乳
処
理
時
間
に
劇
的
な
省
力
化

が
図
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、
繋
ぎ
牛
舎

に
は
な
い
個
体
の
自
由
な
移
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
性
が
見
ら
れ
、
作
業
す
る
者
に
と
っ
て
も

解
放
感
の
あ
る
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
規
模
拡
大

に
は
、
こ
れ
ら
の
機
械
設
備
等
は
必
須
で
あ
る
と

の
こ
と
は
、
肌
身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

農
林
水
産
省
受
入

　９月26～29日、さっぽろオータムフェスト2013 「８丁目会場・札
幌大通ふるさと市場」に出店し、当農協青年部からは遠藤洋志副部
長が参加しました。出店期間中は天候に恵まれ、連日多くのお客様
で賑わいました。
　８丁目会場では、北海道中から100以上の市町村が出店し、地元でしか味わえない秋の味覚や特産品がずら
りと並びました。中標津町の乳製品コーナーには、新発売された「なかしべつなめらかクリームチーズ」が陳
列し、売れ行きはとても好調でした。
　乳製品をお買い求め頂いたお客様からは、「なかしべつ牛乳は甘くてとても美味しい」「札幌市内ではどこで
購入できますか？」など、ありがたい言葉も頂き、大好評となりました。　　　　　　　　　　（記＝藤原　崇）

さっぽろ
オータムフェスト２０１３

た
。 

　

飼
養
管
理

に
お
い
て
、

高
い
乳
量
を

確
保
す
る
た

め
に
飼
料
給

与
は
最
も
気

配
り
が
必
要

な
作
業
の
一

つ
で
あ
る
。
配
合
飼
料
を
給
与
は
私
が
体
験
実
習

を
始
め
た
際
に
は
、
既
に
二
番
草
の
収
穫
が
終
え

て
お
り
、
実
際
に
体
験
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念

で
あ
る
が
、
萱
岡
牧
場
も
自
給
飼
料
の
生
産
に
意

欲
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
般
の
品
質
は
芳
し

く
な
い
よ
う
で
、
草
地
生
産
性
を
回
復
さ
せ
る
た

め
の
草
地
更
新
の
重
要
性
を
常
々
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
草
地
生
産
量
は
当
然
な
が
ら
牧
草
の
成
長
量

に
依
存
す
る
一
方
、
刈
り
取
り
時
期
に
よ
る
個
体

の
採
食
量
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
草
地
生

産
の
難
し
さ
が
あ
る
。 

　

草
地
更
新
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
と
し
て

も
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
土
壌
の
酸

度
矯
正
の
目
標
を
、
土
壌
の
種
類
や
排
水
性
等
の

条
件
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
対
応
で
き
な
い
か
な
ど

の
要
望
な
ど
も
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
費
用
対
効

果
な
ど
の
客
観
的
な
デ
ー
タ
は
不
足
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
要
望
に
対
し
て
、
土
壌
改
良
資
材
の

投
入
量
を
抑
え
、
更
新
費
用
を
抑
え
ら
れ
る
な
ど

事
業
が
よ
り
使
い
易
い
も
の
と
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

酪
農
実
習
を
終
え
て

農
林
水
産
省
生
産
局 

畜
産
部
畜
産
振
興
課 

総
括
係　

叶　

拓
斗
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　 10月24日、青年部秋の恒例行
事であるロールパックメッセー
ジ作りを行いました。
　今年度の展示場所は、俣落
地区の遠藤洋志副部長宅のすぐ

横の道路沿いです。車通りが多い
所なので、たくさんの人たちにメッセー

ジを伝えることができる良い場所であると思います。
　今年のメッセージは、「ミルクでおもてなっしー」です。「おもてなし」
と「ふなっしー」をかけた、ユーモア溢れる青年部らしいメッセージで、
通りがかった人にインパクトのあるものになったのではないでしょう
か。このメッセージを見た人が、ミルクで大切な誰かをおもてなして
くれると願っています。また、たくさんの部員の参加により、みんな
でワイワイ楽しく作成でき、あっという間にすばらしいメッセージが
完成しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記＝小沼　大）

7

青年部
ロールパック
メッセージ

　10月22日、泉ソフトボール場にて、組織強化委員会主催の青年部ソフトボー
ル大会が行われました。前日は雨でしたが、当日は晴天でグラウンドも良い状態で
試合が行われました。参加人数は20人で、10人×２にチームを組みました。

　

試
合
は
３
回
ま
で
行

い
、
試
合
毎
に
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
珍
プ
レ
ー
好
プ

レ
ー
な
ど
も
あ
り
白
熱
の

試
合
で
し
た
。
佐
藤
翔
平

君
が
エ
ー
ス
だ
っ
た
チ
ー

ム
は
健
闘
も
虚
し
く
惨
敗

に
終
わ
り
ま
し
た
。
Ｍ
Ｖ

Ｐ
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
務

め
三
振
を
と
る
な
ど
大
活

躍
し
た
佐
藤
翔
平
君
と
、

華
麗
な
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

を
２
回
決
め
た
小
川
竜
樹

君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

試
合
後
は
森
林
公
園
に

て
、
焼
肉
を
囲
み
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
最
近
の
仕

事
の
内
容
や
、
今
後
の
活
動
予

定
を
話
し
な
が
ら
お
腹
を
満
た

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
農
作
業
や
天
候
な

ど
で
、
人
の
集
ま
り
具
合
も
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
回
を
大

き
く
上
回
る
参
加
者
が
集
ま
り

大
盛
況
で
し
た
。
次
年
度
も

チ
ー
ム
対
抗
で
盛
り
上
が
る
試

合
が
出
来
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。　

   　

 

（
記
＝
小
川
竜
樹
）

青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会



Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

決
議
事
項

報
告
事
項

第７回  理　事　会
開催月日　平成25年10月●日
開催場所　農協中会議室  　 

タテのカギ

ヨコのカギ

①イワシのすり身で̶̶汁を作った
③その日一番最初に駅を出ていく電車
⑤朝市や漆器で知られる輪島市がある
　̶̶半島
⑥古代文明にはこのそばで発達したものも
⑦すべての商品に買い手が付きました
⑨マンモスには巨大なものが生えていたとか
⑪ほぐして味を付ければイクラに
⑬強風や大雨で海上が荒れること
⑮空を真っ赤に染めます
⑰無地のものには付いていません
⑲牛・豚・鶏などの内臓のこと
⑳王様はマツタケ？　ポルチーニ？
㉑かしこみ、かしこみ申す～

①和装の花嫁さんが頭に着けます
②親指だけが離れている手袋
③ドングリのなる木
④年賀状用にそろそろ買おうかな
⑥食欲の秋、増えないか心配
⑧停留所で止まりながら乗客を運びます
⑩頭上のゴールに球を投げ入れる──ボール
⑫手の平や足の裏の反対側
⑭キツネやタヌキ、イノシシ、猿など
⑯家を守るという爬虫（はちゅう）類
⑱この文章は──⑱のヒントです

二重マスの文字をA～Ｅの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

㉑㉒㉓㉔㉕㉖㉗㉘㉙㉚

読
者
の
声

8

　10月号のクロスワード、答えは「クリ
カノコ」でした。当選者は11名です。
　景品は郵送させていただきます。おめ
でとうございます。応募される際にはひ
とことコメントを添えて応募いただけま
すようお願い申し上げます。

10月号クロスワードの解答

山
の
台
風
が
何
回
も
き
て
大
変
で
し
た
。

ど
う
に
か
、
畑
の
方
も
少
し
ず
つ
片
づ
け

て
い
ま
す
。
今
年
は
カ
ボ
チ
ャ
が
た
く
さ

ん
と
れ
ま
し
た
。﹁
あ
ま
え
び
す
﹂
と
﹁
栗

カ
ボ
チ
ャ
﹂
二
種
で
す
。
又
、
近
く
の
農

家
の
畑
に
、
丹
頂
鶴
が
二
羽
仲
良
く
草
を

食
べ
て
い
ま
し
た
。
別
海
の
人
は
沢
山
の

鶴
は
い
つ
で
も
見
れ
ま
す
と
の
事
。
や
っ

ぱ
り
エ
サ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
り
ん
ご
ち
ゃ
ん

●�
毎
月
、
食
品
加
工
交
流
部
会
の
レ
シ
ピ

ブ
ッ
ク
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
旬
の

食
材
、
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
食
卓
を
飾
る
料
理

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
て
役
立
っ
て
ま

す
。　
　
　

��　
�

▼
Ｐ
Ｎ
／
毎
日
ド
タ
バ
タ
さ
ん

●�

今
年
は
結
婚
記
念
日
に
、
紅
葉
を
見
が
て

ら
新
冠
方
面
へ
。
残
念
な
が
ら
、
紅
葉
に

は
早
か
っ
た
よ
う
で
（
今
年
は
）。
少
々
も

の
足
り
な
か
っ
た
も
の
の
、
馬
の
い
る
風

景
に
は
、
と
て
も
美
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
で
し
た
。
帰
宅
し
て

か
ら
は
冬
支
度
。
球
根
を
植
え
た
り
、
畑

の
片
づ
け
。
ま
た
、
冬
の
生
活
が
く
る
の

で
す
ね
。
外
仕
事
が
な
い
分
、
趣
味
の
世

界
に
入
り
こ
み
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
冬

の
農
家
の
い
い
と
こ
ろ
だ
よ
ね
。▼Ｐ

Ｎ
／
楓
々

●�

10
月
に
入
っ
て
、
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
た

晴
れ
は
あ
り
が
た
い
で
す
が
、
今
年
は
沢

『クリカノコ』

●�

先
日
、
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
会
が
養
老
牛

温
泉
で
あ
り
ま
し
た
。
高
校
を
出
て
40
年

も
経
つ
と
、
女
性
は
年
と
っ
た
か
な
ー
ぐ

ら
い
だ
っ
た
の
で
す
け
ど
、
男
性
は
頭
の

方
が
バ
ー
コ
ー
ド
か
、
つ
る
つ
る
！
い
や

い
や
、
あ
ん
た
誰
？
っ
て
い
う
人
も
い
ま

し
た
。
そ
う
い
い
な
が
ら
も
、
話
は
す
ぐ

に
高
校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
楽
し

い
時
で
し
た
。�������

▼
Ｐ
Ｎ
／
孫
の
お
母
さ
ん

●�

今
日
は
台
風
で
す
ご
い
被
害
と
の
こ
と
。

自
分
も
畑
の
作
物
を
家
に
入
れ
な
く
て
は
。

今
年
は
大
豆
と
か
ぼ
ち
ゃ
大
豊
作
で
し
た
。

�

▼
Ｐ
Ｎ
／
Ｋ
．
Ｍ
．

●�

今
年
は
秋
が
短
く
、
冬
が
早
く
到
来
し
つ

つ
あ
り
、
冬
支
度
に
終
わ
れ
る
毎
日
で
す
。

10
月
の
下
旬
に
は
漬
物
の
下
準
備
。
11
月

の
あ
た
た
か
い
日
中
（
小
春
日
和
と
い
う



Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

決
議
事
項

報
告
事
項

第７回  理　事　会
開催月日　平成25年10月●日
開催場所　農協中会議室  　 

タテのカギ

ヨコのカギ

①イワシのすり身で̶̶汁を作った
③その日一番最初に駅を出ていく電車
⑤朝市や漆器で知られる輪島市がある
　̶̶半島
⑥古代文明にはこのそばで発達したものも
⑦すべての商品に買い手が付きました
⑨マンモスには巨大なものが生えていたとか
⑪ほぐして味を付ければイクラに
⑬強風や大雨で海上が荒れること
⑮空を真っ赤に染めます
⑰無地のものには付いていません
⑲牛・豚・鶏などの内臓のこと
⑳王様はマツタケ？　ポルチーニ？
㉑かしこみ、かしこみ申す～

①和装の花嫁さんが頭に着けます
②親指だけが離れている手袋
③ドングリのなる木
④年賀状用にそろそろ買おうかな
⑥食欲の秋、増えないか心配
⑧停留所で止まりながら乗客を運びます
⑩頭上のゴールに球を投げ入れる──ボール
⑫手の平や足の裏の反対側
⑭キツネやタヌキ、イノシシ、猿など
⑯家を守るという爬虫（はちゅう）類
⑱この文章は──⑱のヒントです

二重マスの文字をA～Ｅの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

㉑㉒㉓㉔㉕㉖㉗㉘㉙㉚

今月のあなたの運勢

11月

モナ・カサンドラ
3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　親切にされても何
か裏があるような気がして
しまう時期。素直さが運気
好転のポイントに。気分転
換には読書を
　　　考え過ぎると体調に
悪影響。笑顔が大事
　　　　　　　  カブ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　発想が両極端になり
やすいよう。信頼できる人
のアドバイスに耳を傾ける
のが賢明。集中力アップに
は散歩が吉
　　　適度に体を動かすこ
とで、体調万全に
　　　　　　　  シュンギク

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　コミュニケーション
運が活性化。初対面の相
手ともすんなり親しくなれ
るはず。サークル活動に励
むのも正解
　　　疲れを蓄積しないよ
う、休息を心掛けて
　　　　　　　  サツマイモ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　趣味など、好きなこ
とに時間をかければ、充実
感を味わえる予感。共通の
楽しみを持つ仲間との交流
にも幸運が
　　　なんとなく不調を感
じがち。無理は禁物
　　　　　　　  カリン

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　つまらない意地を
張り、孤立しがち。人の意
見に耳を傾ける謙虚さを
大切に。クラシック曲を聴
いて心を静めて
　　 　小まめに動くこと
で、体調が上向く気配。
　　　　　　　  ナメコ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　行動力が増してくる
兆し。守りより攻めの姿勢で
思い切ったアクションを。海
外に関する事柄にもチャン
スが
　　　肌荒れの季節。スキ
ンケアを怠らないで
　　　　　　　  ニンジン

6/22～7/22
蟹座

7/23～8/22
獅子座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　生き生き過ごせそ
う。積極性が増すので、やり
たいことにどんどんチャレ
ンジを。アウトドアレジャー
にもつき
　　　健康情報に注目。確
実に役立つ知識あり
　　　　　　　  さんしょう

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　おせっかいになり
やすく、身近な人ともめて
しまう傾向に。自分がやる
べき作業に集中するのが
ベスト
　　　暴飲暴食にならない
よう、適度に節制を
　　　　　　　  カマス

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　優しくなれるので、
自然と人気者に。周囲から
何かと頼りにされそう。
サービス精神を発揮する
と、なおグッド
　　　スポーツをするなら
十分な準備体操を
　　　　　　　  長ネギ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　好奇心が旺盛にな
る月。興味を引かれるジャ
ンルがあれば、情報を集め
てみて。ネットサーフィン
も良い刺激に
　　　運動を楽しむと心身
とも活性化しそう
　　　　　　　  のり

5/21～6/21
双子座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　小さなことを気に
掛けて、物事を停滞させる
結果に。開き直りの気持ち
が必要。気力回復には自然
に触れると◎
　　　イライラに注意。リ
ラックスが健康のもと
　　　　　　　  山芋

10/24～11/22
蠍座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　自分に自信が生ま
れ、未体験の事柄にも果
敢にチャレンジしたくなる
期間。大胆な行動が可能
性を広げる鍵に
　　　ヨガなどで体をほぐ
せば、良い影響が
　　　　　　　  ボラ
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の
か
な
？
）
に
は
ガ
ラ
ス
窓
を
磨
い
て
お

か
な
け
れ
ば
ね
。
ま
た
、
あ
っ
と
い
う
間

に
営
農
計
画
書
作
成
の
12
月
に
な
り
ま
す
。

頭
も
胃
も
痛
み
ま
す
。　
　
　
　
　

▼
Ｐ
Ｎ
／
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

●�

紅
葉
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ル
ベ
ッ

ト
を
左
手
に
、
あ
る
る
に
向
か
う
通
り
の

紅
葉
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
台
風

の
強
風
に
も
負
け
ず
、
今
年
も
き
れ
い
で

す
。
木
の
葉
が
落
ち
て
し
ま
う
と
、
い
よ

い
よ
冬
本
番
。
家
庭
菜
園
の
野
菜
達
の
収

穫
作
業
も
し
な
く
て
は
…
。
漬
物
も
漬

け
な
く
て
は
と
…
。
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い

日
々
で
す
。　
　
　
　

���

▼
Ｐ
Ｎ
／
コ
ス
モ
ス

●�

日
増
し
に
秋
も
深
ま
っ
て
、
野
山
の
木
々

の
紅
葉
が
、
美
し
く
映
え
る
時
節
を
迎
え

ま
し
た
ね
。
台
風
26
号
の
後
、
朝
晩
は
と

て
も
寒
く
。
霜
が
降
り
て
冷
た
い
雨
が
降

り
続
き
、
外
仕
事
が
予
定
ど
お
り
に
な
か

な
か
進
み
ま
せ
ん
。『
残
り
野
菜
か
ら
育
て

る
』
お
手
軽
キ
ッ
チ
ン
菜
園
特
集
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。�������

▼
Ｐ
Ｎ
／
風

●�

10
月
の
広
報
誌
が
届
い
た
日
、
私
は
自
家

製
イ
チ
ゴ
と
ラ
ズ
ベ
リ
ー
と
ハ
ス
カ
ッ
プ

で
、
ジ
ャ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
さ
て
、
何

瓶
で
き
た
で
し
ょ
う
？
９
月
、
グ
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
い
ち
ご
の
苗
（
最
終
処
分
価

格
）
を
買
い
、
畑
に
植
え
ま
し
た
。
今
年

の
天
気
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
天
気
だ
け

れ
ど
。
10
月
に
な
っ
て
も
、
暖
か
い
日

が
あ
っ
た
り
で
。
来
年
の
春
に
む
け
て
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
て
し
ま
お

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。�▼

Ｐ
Ｎ
／
北
の
ガ
ー
デ
ン

●�

台
風
来
て
、
紅
葉
見
れ
ず
、
が
っ
か
り
だ
。

�

▼
Ｐ
Ｎ
／
だ
い
ふ
く

●�

毎
回
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
。
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
を
い
た
だ
き
、

　

�

味
を
し
め
た
娘
は
届
い
た
そ
の
日
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
を
送
る
ま
で
に
。
と
こ
ろ
が
悲
し
い
か

な
小
学
４
年
で
は
読
め
な
い
漢
字
が
多
く

て
、
読
め
て
も
知
識
が
足
り
な
い
。
結
局
、

母
の
出
番
と
な
り
、
い
つ
も
２
人
の
合
作

で
答
え
を
導
き
だ
し
て
ま
す
。
そ
う
だ
よ

ね
、
小
４
で
立
て
ば
芍
薬
は
出
て
こ
な
い

よ
ね
。
知
ら
な
い
故
の
珍
解
答
も
ま
た
面

白
い
ん
だ
け
ど
。
臭
い
も
の
に
は
鼻
つ

ま
む
。
魚
の
う
ろ
こ
の
よ
う
な
魚
雲
。
ス

チ
ー
ル
と
ア
ル
ミ
に
分
け
て
、
ゴ
ミ
・
エ

コ
？
そ
ろ
っ
た
答
え
の
ク
リ
カ
ノ
コ
っ
て

何
？
学
校
の
勉
強
も
大
事
だ
け
ど
、
ど
う

で
も
い
い
よ
う
な
雑
学
も
人
生
楽
し
く
な

る
エ
ッ
セ
ン
ス
に
は
な
る
か
ら
、
覚
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
来

月
の
パ
ズ
ル
も
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

�

▼
Ｐ
Ｎ
／
毎
日
ド
タ
バ
タ
さ
ん

　みつ煮の栗を表面につけ
た、かのこで、栗の名産地
である長野・小布施の名物
菓子。栗のみつ漬けを栗の
あんに混ぜたものです。

10月号の答え
クリカノコ
（栗かの子）とは
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秋
の
研
修
は
従
来
か
ら
道
内
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
普
段
身

近
に
感
じ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
訪
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
と
こ
ろ
を
中
心

に
、
旅
程
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。
台

風
通
過
後
の
急
激
な
寒
気
の
入
り
込
み

に
よ
り
、
雪
の
便
り
も
報
じ
ら
れ
ま
し

た
が
、
最
終
日
に
訪
れ
た
オ
ン
ネ
ト
ー

で
は
、
道
路
の
路
肩
に
除
雪
さ
れ
た
雪

が
50
セ
ン
チ
も
の
高
さ
で
続
い
て
い
た

光
景
は
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
全
く
経

験
の
な
い
も
の
で
、
勿
論
一
面
は
銀

世
界
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
の
中
か
ら
、
い
く

つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
日
目
、
札
幌
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ

競
技
場
に
は
高
速
の
道
東
道
・
道
央

道
を
乗
り
継
い
で
、
午
後
３
時
頃
に

到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
も
う

寒
気
が
少
し
入
っ
て
い
て
、
肌
寒
く

感
じ
ま
し
た
が
、
施
設
周
辺
に
は
修

学
旅
行
生
や
外
国
の
旅
行
者
が
た
く

さ
ん
来
て
い
て
、「
寒
い
寒
い
」
と

言
い
な
が
ら
も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
展
望
台
へ
は
２
人
乗
り
の

リ
フ
ト
で
昇
っ
て
行
き
ま
す
が
、
リ

フ
ト
の
揺
れ
と
、
ジ
ャ
ン
プ
台
の
急
勾

配
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
驚
嘆
の
声

を
思
わ
ず
上
げ
る
程
で
し
た
。
お
そ
ら

く
、
踏
み
切
り
板
か
ら
着
地
点
は
見
え

な
い
と
思
わ
れ
、
そ
こ
を
飛
ん
で
行
く

ジ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
の
勇
気
と
技
術
に
尊

敬
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
展
望
台
か
ら
見
る
札

幌
の
街
並
み
は
大
変
美
し
く
、
世
界
に

誇
れ
る
ワ
ン
カ
ッ
ト
で
し
た
。

　

２
日
目
、
豊
平
峡
ダ
ム
へ
は
駐
車
場

か
ら
電
気
自
動
車
で
ダ
ム
湖
ま
で
移

動
。
前
日
よ
り
さ
ら
に
気
温
は
低
下

し
、
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
雨
は
雪
に
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
紅
葉
は
紅

10月15日、竹下団長以下ツアー参加者34名は朝７時30分、JA駐車場からバスで
定山渓温泉に向け、帯広経由で出発しました。
　出発前は台風26号の襲来が迫ってきていて、開催そのものが心配されましたが、
本道直撃が回避されたため、何とか出発することが出来ました。

秋
季
研
修
旅
行

熟年会

絶
景
の
場
所
は
紅
葉
や
白
銀
の
世
界

　
　
　（
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
台・ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
）



熟年会 秋季研修旅行

11

が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
寂
し
く
思

い
ま
し
た
が
、
山
の
果
実
は
豊
作
の
よ
う

で
、
道
路
脇
に
は
、
た
わ
わ
に
実
を
つ
け

た
山
ブ
ド
ウ
が
何
回
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
博
物
館
で
は
案
内
人
か

ら
ビ
ー
ル
の
製
造
方
法
や
産
業
史
の
説
明

が
あ
り
、
お
楽
し
み
の
試
飲
タ
イ
ム
で

は
、
美
味
し
い
ビ
ー
ル
の
注
ぎ
方
を
教
わ

り
、
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
施
設
は
明
治
の
面
影
を
残
す
、
数
少

な
い
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
北
海
道

遺
産
の
選
定
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

北
海
道
神
宮
は
明
治
天
皇
の
遺
骨
（
明
治

神
宮
と
分
骨
？
）
も
奉
納
さ
れ
て
い
る
と

ガ
イ
ド
の
説
明
も
あ
り
、
皆
さ
ん
神
妙
に

参
拝
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
目
、
は
じ
め
に
、
ニ
ッ
カ
ウ
イ
ス

キ
ー
の
余
市
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

案
内
人
か
ら
製
造
工
程
の
説
明
の
た

め
、
場
内
を
移
動
し
ま
し
た
が
、
台

風
の
強
風
で
場
内
の
老
木
が
倒
れ
、

そ
の
後
始
末
を
し
て
い
る
現
場
に
遭

遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ッ

カ
ウ
イ
ス
キ
ー
は
１
９
４
０
年
の
誕

生
以
来
、
数
々
の
名
品
を
世
に
送
り

出
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

２
０
１
２
年
に
竹
鶴
17
年
が
世
界
最

高
賞
を
受
賞
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
余
市
の
果
樹
園
で
は
雨
上
が
り

の
た
め
、
足
元
が
悪
か
っ
た
の
で
す

が
、
果
物
狩
り
を
楽
し
む
事
が
出
来

ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
は
時
期
が
、
ほ
ぼ

終
わ
り
に
来
て
い
る
た
め
、
リ
ン
ゴ

狩
り
が
中
心
と
な
り
、
白
っ
ぽ
い
品

種
の
「
ト
キ
」
は
酸
味
が
お
さ
え
ら

れ
、
甘
味
が
し
っ
か
り
し

て
い
て
、
大
変
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
ま
だ
数
量

が
少
な
く
、
今
後
世
に
出

て
い
く
品
種
の
よ
う
で

す
。
こ
の
日
の
宿
泊
は
ト

マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。

午
後
５
時
頃
の
到
着
と
な

り
ま
し
た
が
、
占
冠
か
ら

高
速
で
移
動
す
る
に
つ
れ

て
、
風
景
は
だ
ん
だ
ん
白

く
な
り
、
ホ
テ
ル
周
辺
は

前
日
の
雪
の
た
め
、
真
っ

白
な
状
況
で
し
た
。
ホ
テ

ル
内
は
や
は
り
修
学
旅
行

生
や
外
国
人
が
多
く
、
国

際
色
豊
か
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　

４
日
目
、
９
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、

音
更
柳
月
の
工
場
で
買
い
物
タ
イ
ム
を

と
っ
た
後
、
通
行
止
め
の
情
報
が
入
っ
て

い
た
オ
ン
ネ
ト
ー
の
通
行
止
め
解
除
を
期

待
し
、
目
的
地
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
相

当
量
の
降
雪
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
野
中
温

泉
以
降
は
通
行
止
め
の
た
め
、
や
む
な
く

折
り
返
し
、
午
後
３
時
30
分
、
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
記
＝
富
田
惠
一
）
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 ３．水場周辺の凍結対策
　屋内で水槽周辺が凍結しやすい場合は、牛が踏み
つけることで薄氷が割れるタイプのマットを設置（写
真４）するか、ヒーターを吊るして凍結を防止する方
法（写真５）があります。新築ならば、水槽周辺への
床暖施工をお勧めします。

　屋外で、水が溜まりやすい箇所がある場合は、凍
結前に排水対策を行っておきましょう

 ４．滑り止め資材の利用
　多くの場合、転倒や滑走は、特定の場所で発生し
ます。牛を追う前に、あらかじめ石灰資材や目の細
かい焼き砂、おが粉などを散布します。散布面積が
広い場合には、手動式の散粒機があると便利です。

 ５．ホブルの利用
　分娩後、起立が不安定な場合は、ホブル（足

そっか
架・写

真６）を装着し、いわゆる〝股開き〟や転倒を防ぎます。
　冬期間の肢蹄
トラブルは廃用
につながり易く、
経済的なダメー
ジも大きくなり
ます。日頃から
牛を追うときは
決して走らせな
い配慮も必要で
す。
　できることから対策を行い、不本意な淘汰を防ぎ
ましょう。

 １．凍結前に削蹄
　冬期に転倒や滑走事故が多い牧場では、床面の凍
結前に削蹄を終わらせます。目的は、蹄形と負重バ
ランスを整え、歩き易くすることです。　
　削蹄をタイミングよく確実に実施するため、次回
の削蹄予約を早めにしておきましょう。
　また、土の上を踏ませることができない牛舎構造
では、年に2.5～３回の削蹄が必要です。毎月削蹄で
きる場合は、削蹄
対象牛を乾乳期に
入る直前と分娩後
３～４か月にしま
す。初妊牛も分娩
１～２か月前には
削蹄を終えるよう
にしましょう。

 ２．溝切りを追加施工
　コンクリート床で滑り易い箇所は、溝を追加施工
できます。
　特に、牛が混み
合うパーラー出入
り口と、横断通路
周辺への施工は効
果的です。
　また、溝の間隔
が広い場合や、溝
が浅くなってし
まった場合にも
有効です。施工は
ロープなどで作業
エリアを区切って
から、部分的に行
います（写真２・３）。
　写真２の施工時
間は、120頭のフ
リーストール牛
舎全面で約2.5日。
コストは平米あた
り約3,000円です。

　床面が凍結し始めると、牛の転倒や滑走による肢蹄トラブルが発生し
易くなります。乳牛の不本意な淘汰を防ぐためにも、滑り止めの対策を
今できることから始めましょう。

根室農業改良
普及センター

普及の窓

不明な点は、お気軽に普及センターへ
お問い合わせ下さい。（☎0153-72-2163）

詳しくはホームページで 根室振興局  普及センター 

冬の肢蹄トラブルを防ぐ

写真４　 牛が踏みつければ薄氷
が割れるタイプのマッ
トを設置している事例

写真２　 既存のダイヤモンド目地に専用
機でストレート目地を施工する
様子

写真５　 ヒーターを吊るして水
槽周辺の凍結を防止し
ている事例

写真３　右写真の施工後の状況

写真１　凍結前に削蹄を終わらせる

写真６　ホブル(足架)を装着した様子
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家畜改良課に相談だ。

　紅葉から落葉へと季節は移り、冬の気配が漂ってきました。そろそろ冬支度の時期ですが、みなさんの牛
の繁殖状況はいかがでしょうか？繁殖台帳やボードを見てみると、長期不受胎の牛や未授精の牛がいません
か？そんな牛には、繁殖検診の実施とともに、発情発見グッズの活用をお勧めします！
　今回は、乗駕行動（乗り合い）の有無や頻度を知るのに役立つグッズをご紹介します。いずれも、ＪＡ資
材店舗にてお取り扱いしていますので、お気軽にご利用ください。フリーストール牛舎の方や放牧をされて
いる方、あるいは、なかなか目をかけづらい育成牛たちの発情発見にもお勧めです！
　牛が発情徴候を示すのは深夜～午前６時の間が一番多く、７割近くの牛が、発情観察時間の取りづらい『夕
方から朝方』にかけて発情行動を取ります。
　一方、発情観察時間の取りやすい朝から夕（午前６時～午後６時の間）で発情徴候を示す牛は３割に留ま
り、このタイミングのズレが発情発見の難しさの一因となっています。そこで、発情観察をしやすくするた
めに発情発見グッズの利用をお勧めしたいのです。簡単なことから、始めてみませんか？
　発情発見は繁殖管理における基本になりますので、発情を見逃さない工夫をすることで、適期授精につな
げていきましょう♪

発情発見の手助けに!

１ 尻尾や腰骨に塗るだけ、
簡単！

ペイントスティック

￥210 ~（別色有）
発情予定の近い牛や、
プログラム授精牛に効果的

乗駕       乗駕       

乗駕       
３ そのまま貼るだけ！削れ具合が、発情状態の参考になります。

エフトロテクト
￥1,575（5枚入）
長持ち、次回の発情を逃さない！
カラスのいたずら回避にも！ １ 3-5 5回以上

２ 接着剤で貼るので、
長持ち！目立ちます

カーマー ヒート ディテクター
￥11,162（50枚入）
インクが目立つ！

ボバイン
ビーコン
￥9,450
（25枚入）
発光！夜間もばっちり！

およその乗駕頻度

※価格はJA中標津資材店舗（H.25.10月末時点）



新着情報については、
公式ＨＰ  http://www.ja-nakashibetsu.or.jp
に随時掲載中！
皆さまからの情報提供は、
こちらへ 272-3721

info@ja-nakashibetsu.or.jp

■日　時／平成25年11月22日㈮
　　　　　11：00～15：00（受付10：30～）
■参加費／500円（弁当代として）※領収書は用意しています
■場　所／根釧農業試験場 講堂（中標津町旭ヶ丘）
■内　容／
　■北根室地区における分娩事故、子牛の損耗実態　11：15～11：30
　　根室農業改良普及センター北根室支所 地域係長　齊藤　潔 氏
　■乳牛と新生子牛のための分娩管理　　　　11：30～14：30
　　帯広畜産大学 准教授　石井 三都夫 氏
　■現地取り組み事例　　　　　　　　　　　14：40～14：50
   　根室農業改良普及センター北根室支所 専門普及指導員　中塚ももえ 氏
　出席の申込みはFAXで受け付けま
す。詳しくは、全戸に送信しました
FAXまたは普及センターホームペー
ジをご覧ください。

　

組
合
員
を
始
め
、
地
域
の
消
費
者
に
支
え
ら
れ
、
今
年

で
開
店
15
年
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
一
同
、

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
「
あ
る
る
」
は
、
平
成
10
年
10
月

10
日
10
時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
華
々
し

く
開
店
し
た
当
初
は
、
計
画
の
売
上
を
大
き
く
上
回
る
状

況
で
し
た
が
、
新
規
参
入
に
よ
り
中
標
津
の
商
圏
も
大
き

く
変
わ
り
、
売
上
は
減
少
し
ま
し
た
。
競
合
店
対
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
老
朽
化
し
て
い
る
外
壁
の
改
修
工
事
を
行
い
、

明
る
く
き
れ
い
な
お
店
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
店

内
も
「
人
か
ら
ひ
と
へ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
元
気
で
明
る

い
お
店
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

あ
る
る
15
周
年
記
念
セ
ー
ル
は
、
組
合
長
を
は
じ
め
職

員
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
お
客
様
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め
特
別
企
画
と
し

て
、
２
，０
０
０
個
の
餅
ま
き
、
毎
日
１
，５
０
０
名
様
に

当
た
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
、
15
周
年
特
別
価
格
販
売
を
行

い
、
多
く
の
お
客
様

に
御
来
店
い
た
だ
き
、

「
あ
る
る
」
へ
の
期

待
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
客
様
に

喜
ば
れ
る
商
品
提
供

に
努
め
、
地
元
の
お

店
と
し
て
元
気
あ
る

お
店
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々

年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
金
額

の
合
計
額
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る

方
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
、
平
成
26
年
１
月

か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ

き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税

の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま

す
。）
に
つ
い
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や

記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：//w
w
w
.

nta.go.jp

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

北根室地区農業改良協議会主催 酪農セミナーを開催します!!

あ
る
る
₁₅
周
年
記
念
セ
ー
ル
開
催

搾乳後継牛の安定的確保を目指して
～乳牛と子牛のための分娩管理～

あるるサービスカウンターで
チケット販売中ご不明な点がありましたら、普及センター北根室支所

☎0153-72-2163までお電話ください。



家の光図書 暮らしに役だつヒントがいっぱい!
2013年

11月上旬発売今月の新刊
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実例でよくわかる!
人が集まるチラシの作り方

ワタナベマキ・平野由希子・塩山奈央・
坂田阿希子・有元くるみ・コウ静子・按田優子 著

定価1,365円（税込）
小林幹夫・飯塚有紀子 監修
定価1,365円（税込）

育てて味わう
はじめてのベリー

わたしのとっておき常備菜

愛らしい小さな果
実、ベリーを育てて
みませんか？庭やベ
ランダの小さなス
ペースでも鉢１つか
ら気軽にチャレンジ
できる、特に人気の
高い10種類の栽培
のコツと、収穫した実
をおいしく味わう本
格的レシピ集。

野菜料理の幅がグ
ンと広がる美味しい
100皿を紹介。サラ
ダ・前菜はもちろん、
スープやごはんもの
もこの一冊で完璧！
通年出回る26品種
の野菜に余計な手を
かけないシンプルレ
シピなので美しく仕
上がる。

渡辺　有子 著
定価1,575円（税込）

野菜料理100皿

※心を耕す本の紹介です。お気軽にお尋ね下さい。

ひと鉢でかわいい
多肉植物の寄せ植えノート

今日のスープと煮込み

姿かたちも愛らしい
多肉植物は育てやす
さも魅力。這う、伸び
る、垂れるなどの個
性を生かした植え方
からリース作りまで、
人気の「フローラ黒
田園芸」の多彩なア
イデアが満載だか
ら、はじめてのあな
たも安心。

人気料理家７人に
よる「とっておき」シ
リーズ第３弾。「常備
菜」をテーマに、和
風・洋風・韓国風・エス
ニック風など日々の
献立に欠かせないお
かずから、おもてな
しにも使える料理ま
で多彩なレシピを紹
介。

平均申込率300％
を超える講座企画を
連発する著者。キャッ
チコピーからデザ
インまで、実例を挙
げ具体的にアドバイ
ス。「ここまで変わる
の？」と実感する出来
栄えは集客力をもっ
と上げたい広報担当
者必見。

人気の定番スープ
から材料１、２品で
作るクイックスープ、
具だくさんスープ
にごちそう煮込み
まで。何度も作りた
くなってしまう大満
足の100レシピ！
お気に入りを見つ
けて、あなたの“十
八番スープ”に。

■お申込み・お問い合わせは■

営農部 経営企画課
72-3721まで

家の光協会 編
定価1,050円（税込）

黒田健太郎・栄福綾子 著
定価1,260円（税込）

坂田　静香 著
定価1,260円（税込）

見本が農協事務所に置いてあります
ので、お気軽にお立ち寄り下さい。

好評既刊

好評既刊

緊急時に対応できる
「食料自給力」が大切
　日本の食料自給率は、カロリーベースで
39％。約6割を輸入に依存している計算になり
ます。気候変動や地域紛争、世界人口の増加など、
食料を取り巻く国際情勢はつねに不安定。TPP
によって関税が撤廃され、食料自給率がさらに
下がってしまったら、わたしたちの食料をまか
なえなくなるおそれがあります。
　こうした事態を防ぐには、日本の食料自給率
を高めることはもちろんですが、「食料自給力」
を向上させることが不可欠です。これは、緊急
時に日本の農業がどれくらいの生産力をもって
いるかを表す指標です。
　食料自給力を高めるためには、高齢化や耕作
放棄地など、農業が直面している課題を、まず
は解決しなければなりません。そのうえで、農
業資源、担い手、技術力といった食料生産を支
える基盤を整えることが大切。つまり、総合的
な農業の力を高めることこそが、食料を安定的
に確保することにつながるのです。

（監修／東京大学大学院教授　鈴木宣弘）

やっぱり大切だね、日本の豊かな食と農
“もしもの未来”から見えてくる……。

輸入に頼りきっていると、こんなことに!?

外国が食料を売ってくれない…
近未来予測!
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Ｊ
Ａ
な
か
し
べ
つ
広
報
誌

２
０
1
３
年
11
月
号

■
印
刷
／
雨
宮
印
刷
㈱

■
発
行
／
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合

■
編
集
／
営
農
部　

経
営
企
画
課

■
〒
０
８
６
―
１
０
０
７　

北
海
道
標
津
郡
中
標
津
町
東
７
条
南
２
丁
目
１
番
地

■
電
話
／
０
１
５
３
―
７
２
―
３
７
２
１
（
編
集
直
通
）

■
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w
.ja-nakashibetsu.or.jp

組合動静

行事予定表

● タマネギがたっぷり入ったタ
レだから、ミートソースがタ
マネギいらず。
● 炒めた肉にタレを加えるだけ
でOK

Point

作り方 
❶ ジャガイモは
皮つきのまま
よく洗って1個
ずつラップで包
み、電子レンジ
（600W）で5～６
分加熱する（竹串を
刺してすっととおれば
OK）。皮をむき、1㎝の厚
さに切って塩、コショウする。
❷ フライパンにバターを中火で熱
し、ひき肉、小麦粉を加えて２
～３分炒め、パラパラになった
らケチャップダレを加え、とろ
みがつくまでさらに２～３分炒
める。
❸ 耐熱容器に①、②を交互に並べ、
ピザ用チーズをふり、アルミ箔
をかけてオーブントースター
（1000W）で10分加熱する。
❹ アルミ箔を外し、焼き色がつく
までさらに４～５分加熱し、仕
上げにパセリをふる。

ずつラップで包
み、電子レンジ
（600W）で5～６
分加熱する（竹串を
刺してすっととおれば
OK）。皮をむき、1㎝の厚
さに切って塩、コショウする。

ポテトミート
   グラタン

＊ジャガイモ ......2個（300ｇ）
＊塩、コショウ...........各少し
＊バター ...................大さじ1
＊合いびき肉 .............. 200ｇ
＊小麦粉 ...................小さじ1
＊香味ケチャップダレ .. ½カップ
＊ピザ用チーズ ..½カップ（40ｇ）
＊パセリ（みじん切り） ........少し

 材　料（４人分）

でOK

かぼちゃの
  水ようかん

（かぼちゃあん）
　　＊蒸しかぼちゃ ...........300ｇ
Ａ　＊砂糖 ...............200～250ｇ
　　＊塩 ..................................少々
（寒天液）
＊棒寒天（水に１時間つけておく） ..½本
　（粉寒天の場合） .......小さじ⅔
　　＊水 ........................1½カップ
Ｂ　＊砂糖 .............................30ｇ
　　＊塩 ..................................少々

 材　料 作り方 
❶ かぼちゃは乱切りして蒸し、皮を
むいて熱いうちに裏ごしする。

❷ 砂糖と①のかぼちゃ・塩を入れて
あんをつくる。

❸ 分量の水の中に寒天を入れて火に
かけ、煮立ったら砂糖を加えて５
分位煮る。 

❹ なべにあんを入れ③を加え、煮
立ったら塩を入れ火から下ろす。
あら熱をとったら流し箱に入れ冷
まし固める。

2013年10月
１㈫ 秋期種馬登録実馬検査

３㈭ 準職員採用面接試験、大阪教育大天王寺高校受入

７㈪ 乳牛改良同志会府県視察～9日

８㈫ 青年部 第４回役員会、女性部 料理教室

10㈭ てん菜振興会役員会

11㈮ 女性部中間監査

12㈯ あるる15周年記念セール 第1弾～14日

15㈫ 熟年会秋季旅行～18日

16㈬ 第３回女性部役員会
ほ育育成センターネットワーク会議

17㈭ 酪農技術セミナー～18日

18㈮ 加工部会 加工体験

19㈯ あるる15周年記念セール 第2弾～21日

22㈫ 青年部 ソフトボール大会

23㈬
役員研修～26日
北海道家畜人工授精技術研修大会～24日
第８回中標津乳牛改良同志会役員会

25㈮ 中標津地区馬事振興同志会視察研修～26日
ジュニアホルスタインクラブ運営委員会

26㈯ あるる15周年記念セール 第3弾～28日

28㈪ 第３回営農委員会

29㈫ 加工部会 料理教室

2013年11月
１㈮ 冬の貯金キャンペーン～12/30、営農指導員講習

女性部 第１回役員選考委員会、地区酪対役員会
２㈯

３㈰ 文化の日

４㈪ 振替休日

５㈫ 第４回生産委員会 10:30～
第３回管理購買委員会 13:00～

６㈬ 第７回理事会、第５回役員協議会
青年部 中標津丸ごと給食出前講座

７㈭ 青年部 根室地区JA青年部大会
あるる スーツフェア～8日

８㈮ 結婚祝旅行～9日

９㈯

10㈰

11㈪ 青年部 食農教育委員会

12㈫ 青年部 組織強化委員会

13㈬ グリーンアドバイザー研修会

14㈭ 管内和牛セミナー

15㈮ 青年部 第１回役員選考委員会

16㈯

17㈰

18㈪ 農協酪対役員会

19㈫ 農機担当者研修～21日

20㈬ 青色申告会 税務研修会

21㈭ LA税務研修会～22日、乳牛に関する講習会

22㈮ 営農技術向上研修会
北海道を食べようディナーパーティー

23㈯ 勤労感謝の日

24㈰

25㈪ 第４回営農委員会、加工部会 いずし教室

26㈫ 家畜改良(肉)講習会

27㈬ 第８回理事会、第６回役員協議会

28㈭

29㈮

30㈯


